
【子供たちの課題克服に向けた教師の授業（単元）デザイン】実践例第４章

子供たちの課題克服のために、子供のつまずきを共有し、子供の側に立った授業
をデザインする取組

～宇城市立不知火小学校（５年国語科）～

日々の授業実践及び諸調査の結果より、実態を把握・分析し、課題克服に向け、学校全体
で共通実践を図っている。

県学力・学習状況調査、全国学力・学
習状況調査及び日々の授業の状況を踏ま
え、子供たちのつまずきを学校全体で共
有し、子供の側に立った授業づくりを目
指しています。
５年国語科「環境問題について報告し
よう」（東京書籍）では、子供のつまず
きを克服するため、「友達のアドバイス
により改善した」という設定で、修正前
と後を比較する活動が行われています。
友達のアドバイスを推論することで、記
述のポイントを考える活動になっていま
す。また、単元末での県学力・学習状況
調査等の過去問題に取り組むことによっ
て、学習状況を把握するとともに、授業
改善につなげています。

【子供たちの課題克服に向けた教師の授業（単元）デザイン】実践例第４章

県学力・学習状況調査の結果及び全国学力・学習状況調査の過去問題を活用し
た授業デザインの取組

～宇土市立網田中学校（２年国語科）～

各種学力・学習状況調査の結果や過去問題を活用して、クラスの全体的な課題と個人の課題
を把握した上で単元をデザインし、授業に取り組んでいる。

修学旅行に向けて「立ち寄るスポット
の魅力」をクラスの友達に向けてプレゼ
ンテーションする単元です。
前年度の県学力・学習状況調査で課題
が見られた内容（特に「話す・聞く」領
域）について、単元に入る前に類似する
全国学力・学習状況調査の問題を実施し
ました。教師は生徒の答案を分析するこ
とにより、個々の課題を把握した上で、
単元をデザインしました。
過去問題を活用することで、生徒は単
元のゴールの姿をイメージしやすくなる
とともに、教師は個々の課題改善に向け
た指導ができるようにしました。



【子供たちの課題克服に向けた教師の授業（単元）デザイン】実践例第４章

年間２回の学力向上検証改善サイクルを基盤とした取組
～高森町立高森中央小学校～

学力向上検証改善サイクルを円滑に進めるため、ＰＤＣＡサイクルを年間２回設定し、
全国学力・学習状況調査及び県学力・学習状況調査を起点として、学力向上に係る取組
を実践しています。
併せて、例年１０月に「新たな学び」研究発表会（Ｒ３県教委指定「くまもとＧＩＧ
Ａスクールプロジェクトモデル地域」）を実施し、指導方法の工夫改善に係る取組を推
進しながら、学力向上検証改善サイクルの取組事項の具現化を図っています。

教職員が「学びの連続性」を意識
するために、「県学調」「全学調」
を起点として、学力の課題を明確に
しながら、授業改善を行っています。
特に、年間２回のＰＤＣＡサイク
ルを踏まえた「学びの連続性」を具
現化する観点から、本年度の校内研
究テーマを「対話的な深い学びの中
で思考・表現する児童の育成」と掲
げ、仮説１（課題解決型の授業展開
の工夫）、仮説２（ＩＣＴを活用し
た授業デザイン）を設定し、具体的
な取組として、以下の視点のもと、
授業改善に取り組んでいます。
【具体的な取組１】
➡ 課題解決型授業の展開
【具体的な取組２】
➡ 深い学びの実現
【具体的な取組３】
➡ 学びの基礎の充実
これらの「仮説１・仮説２」及び
３つの具体的取組を基盤とし、日々
の授業づくりに活かすための方策の
設定（週指導計画簿との連動）によ
り、ＰＤＣＡサイクルが円滑に稼働
する体制づくりに繋がっています。

サイクル１

サイクル２
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県学力・学習状況調査結果を活用した各教科の学力向上検証改善サイクル
～山都町立矢部中学校～

県学力・学習状況調査結果を活用し、校内研修で子供の実態や目指す姿を共有した後、教科

部会ごとに学力向上検証改善サイクルを【指導力向上 ＰＤＣＡサイクルプラン】として作成
し、学校全体で共通実践している。

県学力・学習状況調査結果を活用し、校内研修で実態把握と育成する資質・能力につ
いて共通理解を図ります。それを受け、各教科部会を開き、教科ごとの学力向上検証改
善サイクルを作成し、実践を進めています。
また、各学級では学び方や生活の仕方を共に考えるために、個票を用いた教育相談を
設定したり、個人プリントを活用した補充学習を行ったりしています。

Do（実行）

職員名
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授業での取組、重点的な取組、日常の取組による学校総体としての実践
～芦北町立佐敷中学校～

前年度の県学力・学習状況調査等の分析結果を基に、自校の課題を整理し、目
指す姿を全職員で共有して学力向上に向けた取組を行っている。「授業での取
組」「重点的な取組」「日常の取組」という３つの視点で、計画的・組織的に実
践している。

「全国学力・学習状況調査と県学力・学習状況調査を起点とした検証改善サイクル」

①

学力向上に向けて「授業での取組」「重点的な取組」を行うだけでなく、「日常の取組」にも力を入れて

います。具体的には、

①～③の一連の取組を通じて、生徒が生き生きと主体的に学習に取り組むための「学びの土台」が確実に

定着してきています。

②

③

①
授業における学び方や家庭
学習への取り組み方につい
て、年度当初に教師、生徒、
保護者で共有する。

②
授業における生徒の学び
方について常時全職員で
情報共有し、「学びのか
まえ」の充実を図る。

③
定期的に生徒や保護者に
アンケートを実施し、授
業改善等に生かす。



【子供たちの課題克服に向けた教師の授業（単元）デザイン】実践例第４章

諸学力調査の結果から正答率の低い問題や誤答の傾向を分析し、授業改善に
つなげる取組

～八代市立鏡小学校～

全国学力・学習状況調査及び県学力・学習状況調査の結果から、正答率が低い問題を洗い
出し、誤答分析を「鏡っ子のに・が・て」としてまとめ、授業改善に生かしている。

諸学力調査の結果から、正答率の低い
問題（ワースト３）を洗い出し、誤答の
分析とその対策をまとめた「鏡っ子の
に・が・て」を全職員で共有しています。
併せて、課題克服に向けて、積極的に取
り組ませたいことを児童の言葉でまとめ、
「授業改善のヒント」として作成し、授
業改善に役立てています。

校内研修においては、研究授業で課題
克服に向けた授業を提案します。全職員
で児童が「できなかったことをできるよ
うにする」ために共通理解を行い、確実
な実践につなげています。
諸学力調査の結果を生かし、このよう
な実践を年間を通して計画的に行うこと
で、児童の「分かった」「できた」につ
なげています。

【学力向上検証改善サイクルの学校化による取組】実践例第４章

全職員のベクトルをそろえた短期ＰＤＣＡサイクルのスパイラル実践
～天草市立本渡北小学校～

１年間を４つのステージに分け、それぞれのステージの中でＰＤＣＡサイクルを回し、充実
した学校生活の基盤づくりを進めながら、学力充実を図っている。

学校生活に即した各ステージの目標達成に向け、各学級・学年が現状を振り返り、修正を重
ね、学校・学級の基盤づくりを進めながら、学力充実に取り組んでいます。また、各ステージ
末に学校評価を行い、偶数ステージ末に通知表を発出することで、学校関係者や家庭とも連携
を図りながら、取組を進めています。

★ＰＤＣＡ ： ４つの評価ステージを通じて、目指す子供像に迫る★

ステージ 仲間づくりステージ 挑戦ステージ 実りステージ 感謝ステージ

期 間 ４／１ ～ ６／５ ６／６ ～ １０／９ １０／１０ ～ １２／３１ １／１ ～ ３／３１

目 標
仲間づくりの取組で
より良い関係を築く。

学び合いを楽しんで学習
に向かう。

成果を楽しめるよう学び
を継続する。

互いの成長を認め合い、
楽しく過ごす。

主行事等
入学式、児童総会
全学調、運動会

夏休みの課題、修学旅行

水泳・陸上記録会
集団宿泊、県学調
音楽会、文化展

体験入学、児童総会
修了式、卒業式
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①校内研修を核とする授業改革、②ＴＴ体制による学力充実タイムの計画的な取組や家庭学習、③ＩＣＴ(特
にﾀﾌﾞﾚｯﾄＰＣ)活用の推進、の３つを柱として効果的に学校総体で取り組む学力向上対策プラン

～玉名市立鍋小学校～

主体的・対話的で深い学びが実現する授業とするため、単元デザイン、疑問が生まれる導入や納得が生まれる展開、達成感を
生む終末の工夫、次時の意欲付け、ＩＣＴの活用を視点として校内研で成果を検証しています。

朝活動での学力向上タイムは、年間計画を立て、毎回打合せをしながら効果的なＴＴ指導となるよう進めています。
家庭学習は、次時の予習とその日の学力向上タイムで解いた問題を復習するなど、学力向上に結び付くようにしています。

基礎・基本の
定着に向けた
学力向上検証
改善サイクル

特色ある
学校の取組

授業改善の
取組①

②

③

「熊本の学び推進プラン」に沿った授業改善や授業・学力向上タイムと連動した家庭学習により、基礎・基本
の確実な定着と思考力・判断力・表現力等の育成を目指している。


